
 

 

 

幼児教育は生涯にわたる人格形成の基礎を培う重要なものとされています。そして、小学校では幼児期に培

った資質・能力をさらに伸ばしていく必要があります。昨年度から、幼小の円滑な接続を目指し、カリキュラ

ムや教育方法の充実・改善を図るための「幼保小の架け橋プログラム」の取組が全国で始まっています。 

これまでも、幼小連携として、子どもたち同士の交流が行われてきました。しかし、そこから一歩進んで幼

小接続期のカリキュラム・マネジメントに組織的に取り組むことが求められています。今年度、県南地区では

小学校の校長先生が時間を見つけて幼稚園に足を運んで情報を共有したり、幼小中の合同研修会において、小

中学校の教員が幼稚園の保育を見て協議を行ったりするなど、幼小連携に積極的に取り組む園や学校が見られ

ました。重点施策に関する調査の記述回答においても以下のような成果が挙げられています。各学校の教育課

程編成において、幼小連携の視点で改めて計画を見直してください。 
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令和５年度 

子どもの学びと育ちをつなぐ 
～幼小の円滑な接続を目指して～ 

・ 今年度は、幼稚園に小、中学校の先生方に保育

参観に来ていただき合同研修会を実施することが

できたことは幼稚園にとって大きな成果である。 

・ 今年度は、教育課程に組み込まれていなかった

６月の年長児の学校訪問を取り入れ早い段階から

小学校入学を意識できるように工夫した。 

・ 教諭が小学校の授業研究と協議に参加したこと

で、意見交換ができた。今後も幼小連携に向けて

その機会を増やしていきたい。 

・ 互いの情報交換を細かに行っている。 

・ 幼稚園の教育について知っていただける機会が

増え双方が歩み寄れる関係性になってきたように

思う。スタートカリキュラムについても話題にな

っているので、よりよい連携につなげたい。 

・ １学期に幼稚園・保育園の先生を呼んで授業公

開及び意見交換をすることで互いの教育活動に生

かすことができている。 

・ 昨年度に作成した幼小連携計画をもとに、隣接

幼稚園と連携しながら、小学校進学を見据えた教

育活動や取組を行っている。 

・ 日常的に幼小の教員が声を掛け合う環境にある

ため、お互いに情報交換をしたり、交流活動を行

ったりすることができている。 

・ 幼稚園と相談し、教育計画に幼小連携の具体的

な機会と内容を盛り込むことで、 

計画的に実施できている。 

・ 幼稚園の先生方と１年生の指導 

について絶えず共有を図っている。 

 

幼 稚 園 小 学 校 

のねらい  
 ○ 幼児期から児童期の発達を見通しつつ、５歳児のカリキュラムと小学校１年

生のカリキュラムを一体的に捉え、地域の幼児教育と小学校教育の関係者が連

携して、カリキュラム・教育方法の充実・改善にあたることを推進 

○ ３要領・指針、特に「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」の正しい理解

を促し、教育方法の改善に生かしていくことができる手立てを普及 

○ 架け橋期に園の先生が行っている環境の構成や子どもへの関わり方に関す

る工夫を見える化し、家庭や地域にも普及 

○ 幼児期・架け橋期の教育の質保障のための枠組みを構築し、データに基づく

カリキュラム・教育方法の改善を促進 「幼保小の架け橋プログラムの実施に向けての手引き（初版）」より

抜粋 

 

「架け橋期」とは？ 
５歳児～小学校１年生ま

での２年間を指します。 
 

文部科学省「幼保小の架け橋プ

ログラムの実施に向けての手引

き（初版）」 



子どもの学びと育ちをつなぐポイント 

ポイント① 幼児期の終わりまでに育ってほしい姿(10 の姿)の理解 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ポイント② 生活科を中心としたスタートカリキュラムの充実 

〈スタートカリキュラム編成の基本姿勢〉 

○一人一人の子供の成長の姿から編成 

○子供の発達を踏まえ、時間割や学習活動を工夫する 

○安心して自ら学びを広げる学習環境を整える 

○生活科を中心に合科的・関連的な指導の充実を図る 

 

各小学校でスタートカリキュラムが作成されていると

思います。遊びや生活を通して総合的に学んでいく幼児期

の教育と各教科等の学習内容を系統的に学ぶ児童期の教

育には大きな違いがあります。１コマを短い時間で区切

る、幼児期に親しんだ活動を取り入れる、学びやすい環境

を作るなどして、新しい学校生活に円滑に移行できるよう

にスタートカリキュラムを工夫しましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」を手掛かりに、子どもの発達を捉

え、学びと育ちを小学校の学習や生活につないでいきましょう。園の先生との

意見交換や保育参観は幼児期の育ちを理解するための良い機会となります。 

 

１ 健康な心と体 

２ 自立心 

３ 協同性 

４ 道徳性・規範意識の芽生え 

５ 社会生活との関わり 

６ 思考力の芽生え 

７ 自然との関わり・生命尊重 

８ 数量や図形、標識や文字などへの関心・感覚 

９ 言葉による伝え合い 

10 豊かな感性と表現  

「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」は、子供に資質・能力が育まれていく過程

で見られる生活の姿を総合的に示したものです。同時に、資質・能力を育む先生や大人

が、教育上の思いや願いを照らし合わせながら、一人一人の子供の様子を見定めていく

ことを通じて、子供の学びや生活の質を捉え、資質・能力がどのように育ってきている

かを見出し、子供の実態に沿って主体的・対話的で深い学びの充実を図れるようにする

ために必要な手掛かりとして活かすことができるものです。                  

「幼保小の架け橋プログラムの実施に向けての手引き（初版）」より抜粋 

小学校へ入学した子ども達が、生活科を中心として、安心

して自己を発揮し、幼児期の学びや育ちを生かして取り組

むことができるカリキュラムを構築することが重要です。 

 

文部科学省「幼保小の架け橋プログラムの実

施に向けての手引きの参考資料（初版）」 

文部科学省「一人一人の

よさを未来へつなぐ」 

文部科学省・国立教育政策研究所教育課

程研究センター「発達や学びをつなぐス

タートカリキュラム」  


